




「青ヶ島の“タビゴヤ”と出産 － 出産介助者の役割とは何か －」 
 
津田塾大学大学院国際関係学研究科 
































































産環境が長く残された東京都青ヶ島村で、昭和 8 年から昭和 53 年の間に、島内で出産した
経験を持つ 60～90 代の女性 13 名と、出産経験はないが出産介助の経験を持つ 80～90 代







































機に結ばれる擬制的親子関係を軸にした 1 対 1 の継続的な関係性に基づくエモーショナル
サポートが効果を発揮していたことを指摘した。 
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このような出産のあり方を可能にしていた要因として、タビゴヤで受け継がれてきた知
識・経験と産婦と出産介助者の継続的かつ社会的な関係性が重要ではあるが、産婦と出産
介助者の関係性において、出産および出産介助という経験は単なる一点であって、継続的
な関係性が出産介助者の本質的な役割として重要であることが示された。そして、こうい
った関係が役割の内容を変えて生涯（場合によっては死後も）続いていくものであるとこ
ろに青ヶ島の事例の特徴が見いだせると結論付けた。 
 
 
